
　第72回全日本学生音楽コンクール全国大会が12月１日、横浜市で開催さ
れ、川中中学校２年の国本奈々さんがピアノ部門中学校の部で見事全国１
位に輝きました。

全
日
本
学
生
音
楽
コ
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ル

　
全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
は
音

楽
を
志
す
学
生
の
登
竜
門
と
な
っ
て
お

り
、
多
く
の
音
楽
家
を
輩
出
し
た
、
歴

史
あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

　
ピ
ア
ノ
部
門
中
学
校
の
部
の
総
エ
ン

ト
リ
ー
数
は
２９９
人
。
国
本
さ
ん
は
、
北

九
州
大
会
の
予
選
で
は
、
課
題
曲
で
あ

る
バ
ッ
ハ「
平
均
律
２３
番
」、
シ
ョ
パ
ン

「
エ
チ
ュ
ー
ド
１０

－

７
」を
、
本
選
で
は
、

シ
ュ
ー
マ
ン「
パ
ピ
ヨ
ン
」を
演
奏
し
勝

ち
抜
き
、
他
の
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、

北
海
道
大
会
を
通
過
し
た
総
勢
１３
人
で

普
段
は

今
ど
き
の
女
の
子

ピ
ア
ノ
で
日
本
一
！

行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
。
小
学
５

年
生
、
６
年
生
の
と
き
に
続
き
、
全
国

大
会
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
３
回
目
で
し
た
。

　
全
国
大
会
で
は
、
自
由
曲
に
よ
り
、

国
本
さ
ん
は
、
曲
に
気
持
ち
を
込
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
好
き
な
、
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン「
幻
想
曲『
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
ソ
ナ
タ
』作
品
２８
」を
演
奏
し
、

全
国
１
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

日
々
の
練
習

　
家
に
ピ
ア
ノ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

気
付
い
た
ら
３
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
始
め

て
い
た
と
話
す
国
本
さ
ん
。
毎
日
ピ
ア

ノ
に
向
き
合
い
、
平
日
３
時
間
、
休
日

や
、
コ
ン
ク
ー
ル
前
に
は
そ
れ
以
上
の

練
習
を
行
い
ま
す
。

　
初
め
は
ピ
ア
ノ
経
験
者
の
母
親
に
ピ

ア
ノ
を
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る

時
、
母
親
と
見
に
行
っ
た
北
九
州
の
学

生
コ
ン
ク
ー
ル
で
永
野
栄
子
先
生
の
教

え
子
の
演
奏
に
感
激
し
、
小
学
校
３
年

か
ら
は
北
九
州
在
住
の
永
野
先
生
に
師

事
。
月
に
４
回
、
永
野
先
生
の
ピ
ア
ノ

国本 奈々さん
全日本学生音楽コン
クール全国大会１位

▲全国大会で演奏する国本さん 写真：毎日新聞社提供



　桜の花・葉の塩漬けを使った季節感
たっぷりのちらしずしです。

レシピ／家根内 清美（食生活改善推進員）

教
室
に
通
い
ま
す
。

　
「
生
徒
は
個
性
が
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
、

特
に
決
ま
っ
た
指
導
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
本
さ
ん
は
オ
ン
と
オ
フ
が
は
っ
き
り

し
て
い
て
、
芸
術
家
と
し
て
必
要
な
ギ

ャ
ッ
プ
や
表
現
の
振
れ
幅
を
備
え
て
い

ま
す
」と
永
野
先
生
。
ピ
ア
ノ
教
室
に
泊

ま
り
込
み
で
合
宿
を
行
い
、
夜
９
時
か

ら
朝
の
７
時
ま
で
一
睡
も
し
な
い
で
集

中
し
て
練
習
に
打
ち
込
ん
だ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
時
に
楽
し
く
、
時
に
厳
し
く
、
感
情

豊
か
に
指
導
を
行
う
永
野
先
生
。「
喜
怒

哀
楽
が
ピ
ア
ノ
の
演
奏
に
反
映
さ
れ
ま

す
。
芸
術
家
は
楽
し
く
な
い
と
駄
目
」と

永
野
先
生
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

将
来
の
夢
は
！

　
普
段
は
、
友
人
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る

の
が
好
き
な
今
ど
き
の
普
通
の
女
の
子
。

中
学
校
の
教
室
の
掲
示
板
に
は「
努
力
し

て
い
き
た
い
」と
国
本
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
張
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
が

好
き
な“
普
通
の
女
の
子
”は
全
国
１
位

を
獲
っ
た
後
も
努
力
を
怠
り
ま
せ
ん
。

大
好
き
な
永
野
先
生
と
二
人
三
脚
で
こ

れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

　
国
本
さ
ん
は
、「
将
来
の
夢
は
、
観
客

の
心
に
残
る
演
奏
が
で
き
る
ピ
ア
ニ
ス

ト
に
な
る
こ
と
」と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
国
本
さ
ん
の
活
躍

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　レンコン･･････････ 25ｇ
　　だし・酢（各25ml）
　　砂糖大さじ1/2、塩（少々）
　　卵（溶きほぐす）････ １個
　　サラダ油････ 小さじ1/2
　桜の花の塩漬け････ ５ｇ
　桜の葉の塩漬け････ 2・3枚
　炒り塩ごま････ 大さじ1/2
　はなっこりー（ゆでる）････ 2～3本

【材料３人前】
炊き立てのご飯･･･････ 450ｇ
　酢（25ml）、砂糖（大さじ1/2）
　塩（小さじ1/2）
油揚げ･･････････････ １枚
ニンジン････････････ 20ｇ
ゆで竹の子･･････････ 50ｇ
煮汁　だし（100ml）、砂糖（小さじ２）
　　　薄口しょう油（小さじ２強）
かにかまサラダフレーク････ 50ｇ

A B

桜風味のちらしずし

Ａを混ぜ、炊き立てのご飯に振り入れて、手早く切るよ
うに混ぜ合わせる。（すし飯）

１

油揚げは熱湯を回しかけて油抜きをし、１㌢×２㌢に切
る。ニンジンは２㌢の長さの短冊切りに、竹の子は縦半
分に切って薄切りにする。

２

レンコンは薄い半月切りにして、水にさらし、酢を少量
加えた熱湯で１～２分ゆで、湯を切りＢに10分浸す。

４

油を熱したフライパンで、卵を薄く焼き１㌢の色紙切り
にする。

5

桜の花と葉は洗って、15分水に浸して塩を抜き、水気
を切る。桜の花は茎を除き飾り用に、葉は千切りにして、
すし飯に混ぜ合わせる。

6

すし飯を器に盛ってごまを全体に振り、ほぐしたかにか
ま、レンコン、卵、桜の花とはなっこりーを彩りよくち
らす。

7

お祝い
事にも

！

▲

永野先生とのレッスンの様子

鍋に煮汁の材料と　　を入れて煮立て、弱火にして汁気
がなくなるまで煮る。すし飯に煮汁ごと加え、混ぜ合わ
せる。

３ ２
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